
 

経営理念：利用者『最善の利益』を図り、地域の福祉に貢献する 

保育の １．子どもの人格・人権を尊重し、一人ひとりの思いを大切にします ２．子どもの発達に即した援助・保育をします 

方 針 ３．子どもが安心して過ごせる生活の場にします 

保育目標 ◆じょうぶな身体（健康）◆たしかな考え（理性・認識）◆ゆたかな心（感性・情緒）◆よき仲間（協調性・社会性） 

かもしか５歳児     令和５年７月１８日（火） 

文責 長沼由美 

 

毎日暑い日が続いていますが、梅雨明け宣言がまだない日々ですね。梅雨明けはまだですが、子どもたち

はプールも始まり暑い中を元気に過ごしています。気温の変化などで体調も崩しやすくなっているので、園

での視診に配慮していきたいと思います。ご家庭でも気になることなどありましたらお知らせ下さい。 

 

「ドキドキでもワクワクの 2日間」 ～夏のお泊り保育～ 

 7 月 7 日・8 日は「夏のお泊り保育」がありました。6 月に初めてかさぎの年長児さんとのお泊り保育に向け

ての交流会を行い、夕飯などのメニュー決め・グループ決めなどをしてお泊り保育に向けて準備をしてきました。

お泊りが近づくにつれて、「海に行けるかな？」「カレー作ろうね」などの楽しみにしている声、「お泊り・・ち

ょっと行きたくない」と初めてのことに対しての不安でいっぱいの声も子どもたちからありました。色々な気持

ちでいっぱいの子どもたちと、2 日間のお泊り保育を『元気に楽しく』という思いで私も望みました。天候の関

係で海でのお泊り保育ではありませんでしたが、当日の朝の子どもたちの表情は不安も吹き飛んでいる楽しみい

っぱいの笑顔。かさぎの友だちと末吉のふれあい広場で氷鬼、しゃぼんだま、だるまさんが転んだ、はないちも

んめなどすぐに打ち解けて遊びました。お昼は近くの公園でお弁当を食べて、買い出しを済ませてから図書館へ。

「おばけマンション」というペープサートに子どもたちは、笑ったり、怖がったりとたくさんの顔を見せて楽し

んでいました。帰園後は、自分たちで夕飯作り！みんなで力を合わせてカレー、サラダ、にゅうめん（汁）を分

かれて作りました。空き缶を使ってのご飯作りもして「美味しいね！」と自分たちで最初から最後まで作った夕

飯に子どもたちも満足しているようでした。「今日は食べた後の皿洗いまで自分たちでします」と声かけすると、

水道の場所に持っていき使った皿をひとり一人洗って片付けました。お風呂を済ませ、楽しみの１つでもあった

「花火」を園庭でしました。暗い中での花火もみんなで出来ることに喜んでいました。寝る時間になると横にな

っても楽しい気持ちがいっぱいでなかなか寝付けない子どもたちでしたが、しばらくするとぐっすり眠りました。

心配していた夜泣きもなく次の日の朝を迎えました。起床後、使ったバスタオルやパジャマの片づけを自分たち

で行い、朝ご飯の支度をみんなでしました。朝からおかわりをして食べる子どもたちもおり、普段とは違うこと

で食欲も違ったのかなと思う所でした。使った皿、部屋を自分たちで最後の片づけをしました。支所に散歩に行

き、帰ってきてからかさぎの年長児さんとお別れをして終わりました。初めてのお泊り保育で、普段は親にして

もらっている色々なことを『自分のことは自分でする』ということに、子どもたちもそれぞれに自分の力で、時

には友だちと力を合わせることでこの 2日間を過ごしました。楽しい中にも、自分で乗り越えるところ・協力し

て乗り越えるところとあったと思います。保護者の方にあったときの子どもたちの顔を見た時には、嬉しさ、寂

しさ、頑張った気持ちとたくさんあっただろうと感じました。また、終わった後の表情がいい笑顔であったこと

に私としては何より嬉しかったです。経験したことが自信に繋がり、また成長したのではないかと思います。子

どもたちとまた新たな気持ちで、次の目標に向かって取り組んでいきたいと思います。保護者の方々には、お泊

り保育での準備、お迎え等ご協力をいただき、また温かく見守って下さり有り難うございました。 



★お願い・・・☆登園時に「股付きサンダル」の場合、日中の係活動や遊びの中で靴を履くことがありま

すので、必ず置き靴を持たせてくださいまた、その際に、週末の靴の持ち帰り用の袋も

一緒に名前を記入して持たせてください。宜しくお願いいたします。 

        ☆週末に、水着を持って帰りますので週明けにはまた持たせてください。体拭きのタオル

は使った際に持たせますので、次の日にまた持たせてください。宜しくお願い致します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情・相談解決制度 本園の保育や処遇等に意見・要望がありましたら、ご遠慮なく申し出て下さい。   

受付担当者 主幹教諭 榎並 理恵    解決責任者 園長 中根 賢誠 

第三者委員 丸田瑞穂（099-482－2927） 横峰 友里子（099-474-1506）  山口 和美（090―5473-5866） 


